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パーセル『妖精の女王』2009 年公演の意義
高　際　澄　雄
序
パーセルの作曲した歌劇５作品のうち４作品は後世セミオペラと呼ばれる独特
の形式によって書かれており、その芸術的価値を十分に理解するには、全体的な
構造を把握した上で、音楽の解釈を行い、再総合して価値判断を下さなければな
らないが、現在発売されている音楽 CD は、音楽のみしか記録しておらず、台詞
部分が欠落しているために、単なる音楽の連なりであり、それぞれの音楽がどの
ような機能をもっているかが理解できない。さらに困ったことに発売されている
DVD は、1995 年にナショナルイングリッシュオペラ座で公演されたものだが、音
楽のみに勝手な物語を付け加え、舞踊劇に作り上げたもので、原作には全くといっ
ていいほど無関係であり、誤解の原因となりこそすれ、原作の理解には無益であ
る。
そこで、テクストに基づいて音楽のあるべき姿を探った論考を行ったことがあ
るが 1、奇しくもヘンデルの没後 250 年記念の 2009 年はパーセルの生誕 300 年の
記念の年にあたり、同年の 7 月 17 日と 19 日にグラインドボーン祝祭歌劇場で『妖
精の女王』の公演が行われ、2010 年 3 月 8 日午前１時より NHKBS2 で放送され
た。残念ながら、３時間 25 分という長時間の放送にもかかわらず、削除箇所があ
り、全体の完全な放送ではなかった。幸いその後、DVD が発売されて 2、グライ
ンドボーン祝祭歌劇場公演の細部までが分かるようになった 3。本論はすでに発表
した原作の解釈が、実際の公演とどの程度の差があるのかを見るために、実際の
公演との比較を行い、パーセルの『妖精の女王』の芸術性を考えようとするもの
である。
第 1 節　第１幕
グラインドボーン祝祭歌劇場公演（以下公演と略す）は、原作でパーセルが劇
の開始用に書いた 5 曲の音楽のうち、第１曲のプレリュード、第２曲のホーンパ
イプ、第３曲のエアの３曲のみ演奏される。佐藤章によればこの歌劇が作曲され
た当時は、観客に着席を促すために劇の開始までに音楽を演奏する習慣があった
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というが 4、現在のように演奏最初から静かに着席して劇の開始を待っている劇場
にあっては、５曲の開始用音楽は多すぎるであろう。もっとも有名なプレリュー
ドで始まり、イギリスの伝統舞踊曲であり、活発なホーンパイプと、跳躍的律動
をもつエアで舞台が開始するこの演出は、現代にきわめて適切な選択というべき
である。
劇は、音楽がまだ終わらないうちに舞台に照明が当てられ、貴族の館の一室が
浮かび上がる。そこに公爵がおり、イージーアスが娘ハーミアとともに入ってく
る。そして、ハーミアが婚約者ディミートリアスではなく、ライサンダーに心引
かれていると公爵に訴える。つまり、この開始は、『パーセル歌劇台本集』（以下
『台本』と略す）5 では、その前の版の開始場面として付随的に印刷された場面か
ら開始される訳である。これは現代ではきわめて適切である。17 世紀にはシェー
クスピアの『真夏の夜の夢』は人口に膾炙されていたので、いきなり村人の劇の
相談場面から開始されても、劇の筋は分かったかもしれないが、現代ではそれは
望むべくもない。演出家ジョナンサン・ケントは適切に判断し、劇の物語の一つ
を構成するハーミア、ライサンダー、ヘレナ、ディミートリアスの４角関係を最
初にもってきたのである。さらに我々はイギリスの台詞劇の見事さも同時に味わ
える。音楽に続いて、言葉の綾のもつ精妙さも味わえるのである。パーセル歌劇
の神髄が最初に見事に表されているというべきであろう。語られる言葉は、『台
本』と正確に同じではないが、『台本』によく従っていると言える。この場面が終
わり、ライサンダーとハーミアの駆け落ちの相談とヘレナの出奔の決意でこの場
面は、『台本』通り終わるが、場面の転換に、開始用音楽で省略された第４曲のロ
ンドーが使われる。非常に巧みな使用法である。
原作で村人たちの劇の相談は、宮殿に使える掃除夫たちの演劇の相談に置き換
えられている。衣服はまったく現代の掃除夫たちの衣装であり、電気のコードの
ショートのシーンもあり、ガラス磨き洗剤さえ使われている。そこでの相談は有
名な『ピラマスとシスビー』の配役の相談であり、ほぼ『妖精の女王』の『台本』
に従っているが、月や壁の相談は省略されている。男たちは公爵の樫の木のとこ
ろで夜の練習を行う約束をして別れる。ここで場面が転換するが、その時に、開
始で省略された第５曲の序曲が演奏される。この演奏には、妖精たちとインドの
少年の舞踊が踊られる。ここで少年がどのようにティターニアのもとに連れてこ
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られたかが暗示されている。のちの物語の展開に重要なものであり、演劇的には
巧みな演出となっている。
続いて妖精の女王ティターニアが登場し、妖精たちの宴の開始を宣言する。す
でに拙論で述べた通り、この台詞は、第１の歌に関係しているので、『台本』での
配置とは異なり、ティターニアの台詞の後に第１の歌が歌われる。台詞と音楽の
関連をよく考えた適切な演出である。
第１の歌に続いてティターニアが台詞を続ける。妖精たちに思い上がった人間
が妖精の世界に入り込もうとしているのなら懲らしめるように命令すると、酔っ
ぱらいの詩人の代わりに、先の掃除夫たちが現れ、一人が詩人気取りをしたため
に妖精に懲らしめられるという場面になる。これは妖精が時々人間に悪戯をする
という伝説と、演劇の練習時の文学者気取りへの嘲笑を適切に結びつけた巧みな
演出である。
『台本』の 151 行から 157 行は省略されている。場面は再びティターニアがイ
ンド人の少年を抱えて現れる。少年は眠っている。少年の安らかな眠りをティター
ニアは喜ぶ。すると妖精の王オーベロンの到着を妖精が知らせる。ティターニア
は少年を隠すように命じ、自分はオーベロンと面会する決心をする。ここで第１
幕の終曲シーグが演奏される。
第 1 幕では、『台本』の順序通りではなく、台詞のあとに歌を置き、さらに歌の
あとに台詞を置く、という風に、台詞と音楽の関係をより分かりやすくしている
ところにこの公演の演出の特質が現われており、『台本』を読むより、はるかに理
解し易くなっている。
第２節　第２幕
第２幕は第１幕から途切れずに演じられる。最初はパックと妖精たちの会話で
あり、続いてパックとオーベロンの会話である。会話はところどころ省略がある
が、ほぼ『台本』通りに進む。オーベロンはパックに花の汁をとってくるように
命じ、それをティターニアに塗って、目覚めて最初に見るものに恋をするように
仕掛け、オーベロンへの冷淡さへの復讐をしようとする。またディミートリアス
にヘレナが必死に愛を訴えても拒絶される場面を目撃し、ディミートリアスの目
にも花の汁を塗って、ヘレナへの恋心を起こさせようとする。二人が立ち去った
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ところにティターニアが現れ、妖精たちに宴を催すように命ずる。ここから音楽
が始まる。このように台詞部分はほぼ『台本』通りに演じられている。
音楽も、パーセルの作曲通りであり、第１の歌は、小鳥たちに歌うように命ず
る妖精の歌である。続いてプレリュードと題されたリコーダーの二重奏が演奏さ
れる。これは直前の妖精の歌に応じた小鳥の声を模倣した器楽曲である。さらに
三重唱で木霊の歌が歌われると、続いて器楽曲でエコーの曲が演奏される。これ
らの音楽には妖精の扮装をした歌手が歌い、器楽曲にはバレーが踊られる。
続いては、『台本』から少し飛躍し、ライサンダーとハーミアが登場する。『台
本』によれば、481 行目から 550 行目に進むことになる。ここで２人はその場に
眠ることにする。すると妖精たちは、484 行目に戻って、まず合唱を歌い、つづ
いて独唱、さらに合唱へと進む。そこで、妖精たちは妖精の女王ティターニアを
白い布で包み、吊す。これは妖精たちがオーベロンから女王を隠したことを表す
のであろう。この箇所で『台本』には 493 行から 500 行に渡って、ティターニア
の眠りに入る前の台詞が書かれているが、本公演では省略され、まるで繭のよう
に吊り下げられたティターニアにオーベロンが近づき、541 行目から 549 行目に
至る台詞を語る。つまり目を醒ました時最初に見る獣に恋するようにというオー
ベロンの企みを語るのである。それから『台本』の前の方に帰って、夜の神、神
秘の神、秘密の神、眠りの神の歌が、パーセルの作曲に従って歌われ、曲に合わ
せてバレーが静かに踊られる。歌が終わると、雷鳴とともにパックが現れ、眠っ
ているライサンダーをディミートリアスと間違い、目に花の汁を塗る。そこで第
２幕の終幕の音楽が奏される。
第２幕は、音楽と台詞を適度に入れ替え、物語の筋と音楽をさらに強く関係づ
けていることが分かる。『台本』において脚注で解説されている音楽とマースクの
関連性よりも、現代的な因果関係に重点が移されていることがより明らかになる。
第 3 節　第 3 幕
この幕も前幕から続けて演じられる。ライサンダーは目を覚まし、パックが間
違って彼の目につけた花の汁のために、隣りに寝ているヘレナに恋してしまう。
ヘレナは激しく拒絶するが、ライサンダーは聞き入れず、ヘレナの後を追う。そ
の少し後に目を覚ましたハーミアはライサンダーが居ないことに驚き、彼を探し
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に出かける。この場面は、『台本』にほぼ忠実である。
ところが、このあとの掃除夫たちの劇の練習場面は、シェークスピアの『真夏
の夜の夢』第 3 幕第 1 場のほぼ原文通りとなる。『台本』では大幅な書き換えが
行われているが、シェークスピアの原作では、庶民の会話体となっており、本公
演ではそれが採用されているために、より活発で、より滑稽な台詞劇となってい
る。ここで、ボトムはパックの悪戯によりロバの耳が生えてしまうが、そこで目
を覚ました妖精の女王ティターニアは、その異様な姿のボトムに激しく恋をして
しまう。彼女は妖精たちにボトムを賓客としてもてなすように命ずる（この部分
をシェークスピアの原文通りとしたために、『台本』に書かれているボトムの歌は
当然ながら省略されている）。
次の場面では、『台本』に戻り、オーベロンがパックの悪戯の効果を確かめる。
妖精の女王ティターニアには悪戯がうまく行ったことが分かり喜ぶが、ディミー
トリアスに塗るように言いつけた悪戯は、パックの間違いでライサンダーに塗ら
れたことが判明する。この場面は『台本』にはない台詞が付け加えられている。
パックはこの失敗のためオーベロンに叱られ、逃げていく。
妖精の世界では、ティターニアがボトムを歓迎するために、マースクを演ずる
ように命じて、音楽と踊りの演じられる妖精のマースクが開始される。
開始の歌は、有名な恋の苦しみの歌である。優美な旋律にのって恋する苦しみが
独唱と合唱で歌われる。ティターニアとボトムの胸にもたれながらその歌を聴く。
次に『台本』では第 3 幕の最終場面の台詞（第 989 行から 996 行）がティターニ
アによって語られ、ボトムとともに舞台の端に移動する。すると乙女が現れ、空
気の精を呼び出す歌を歌う。さらにコリドンとモプサの田舎の男女の滑稽な踊り
が演じられる。これは世界に広くみられる（我が国ではひょっとこおかめの踊り
に類する）ものである。次に乙女の恋の駆け引きの歌が歌われ、最後に楽しみが
尽きないことの合唱が歌われるがここで出演者はすべてウサギのぬいぐるみをつ
け、性的な仕草を加えた踊りを踊り、このマースクのもつ好色的な意味あいを明
かにする。そして最後に全員がぬいぐるみから抜け出して、楽しみの世界を賛美
して、第３幕を終了する。『台本』にはティターニアとボトムの会話が続くが、こ
の公演ではここで幕が下りて、休憩に入る。
第３幕では、劇の練習場面でシェークスピアの原文が用いられたために台詞劇
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が活気を帯び、さらに妖精のマースクが音楽、バレーともに見事に演じられてい
て、圧巻である。
第 4 節　第 4 幕
この幕は華やかなシンフォニーで開始する。本来は急緩急緩急の 5 部構成であ
るが、本公演では４部の緩徐部で劇に溶け込むように演奏されている。
以下、オーベロンがディミートリアスに花の汁を塗るところから、ヘレナをめ
ぐるディミートリアスとライサンダーの争い、そして急な展開にとまどうヘレナ
と恋人の突然の心変わりにとまどうハーミアとの争いは、『台本』通りである。演
技としては、若者の言い争いが極めて高度の台詞劇となり得ていて、役者たちの
白熱の演技により、イギリス演劇の長い伝統と質の高さを示している。
オーベロンの命令で、パックが４人の恋人の決闘を避けさせ、眠りに就かせて
から、ティターニアの迷いを解き、オーベロンとティターニアが仲直りをし、音
楽によってオーベロンの誕生日を祝う。ここから音楽が始まる。
最初は夜が追われる音楽である。独唱と合唱で歌われるこの曲は、17 世紀の貴
族の衣装を着た男女によって歌われ、17 世紀の舞踊が踊られる。
さらに貴族風の衣装を着た２人の男性が夜明けを讃える二重唱を歌い、これも
同様の貴族の服を着た女性と踊りを踊る。
すると活発な器楽が奏され、日の出を暗示する。そこに上から雲の仕掛けが下
り、太陽神ボイポスが金の衣装を身に付け金の馬に乗って現れ、冬の終わりを告
げるゆったりとした歌を歌う。そのボイポスを讃える人々の荘厳な合唱が響く。
さらに春、夏、秋、冬を表す神々がそれぞれ現れて歌を歌う。春の神は緑の衣
装、夏の神は赤い衣装、秋の神は赤と黄色の衣装、冬の神は白の衣装を着けてい
る。この四季の神の歌が終わると、もう一度人々のボイポスを讃える合唱が歌わ
れて、器楽曲となる。そこでは、2 人男女の踊り手が現代の若者の動きも取り入
れたモダンバレーを踊り、そのまま最終幕に接続していく。
本幕は、演技の質の高さといい、仕掛けの面白さといい、セミオペラの真骨頂
を示していると言っても過言ではない。
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第 5 節　第 5 幕
本幕は、『台本』の最初 20 数行を抜いて、1361 行目から開始する。公爵がせり
上がりで馬とともに狩の様子で現れる。そこにイージーアスと 4 人の恋人たちが
現れ、ディミートリアスはヘレナと、ライサンダーはハーミアと結ばれたことを
告げる。イージーアスは怒るが、公爵は４人の結婚を許す。この部分は『台本』
通りである。
そこにボトムが目覚めて、仲間を探す、すると他の仲間もボトムを探していて、
再開を喜ぶ。そして公爵に上演を申し込むと、許される。
『台本』はここで劇の終了後の会話に移るのだが、本公演では、第 3 幕で省略
された『ピラマスとシスビー』の劇を、シェークスピアの『真夏の夜の夢』第 5
幕の村人の上演場面通りに演ずる。台詞もシェークスピア演劇上演の伝統に従っ
て、極めて巧妙に演じられていて滑稽である。このどたばた古典劇が終了し、大
いに笑いを誘ったあとで、『台本』の 1488 行に入り、公爵が「天から不可思議な
音楽が響いてくる。」と言うと、音楽が奏でられ、オ－ベロンとティターニアが現
れ、やがて 4 人の結婚を祝するためにユーノーが天から下りてくる。これは、『台
本』の忠実である。そして 4 人の結婚を祝するユーノーの歌が歌われる。続いて、
極めて長大なラウラの嘆きの歌が歌われる。これは結婚後には苦しい経験も伴う
ことを表したものであろう。この歌曲も『台本』通りであり、またパーセルの作
曲通りである。やがて、オーベロンが世界の調和を祝福すると宣言して、音楽と
踊りが演じられる。
器楽のアントレが奏されたあと、続いて作曲されたシンフォニーは省略される。
そして、舞台中央にせり上がりでアダムとイヴに扮した男女が智恵の木を中央に
現れる。『台本』では中国人の歌となっているところを、アダムに扮する男が歌う。
続いて、中国の女の歌として作曲されている歌を、イヴに扮する女が歌い、合唱
が続く。舞台は、智恵の木が消え、2 人の男女は現代の服装に着替える。中国の
男の歌を現代風服装をした若者が現代風衣装をつけた女に呼びかける歌として歌
う。
次に 6 匹の猿の踊りと『台本』ではされている器楽曲は、5 人のほぼ裸体に近
い猿の面をつけた男性によって踊られる。踊りは、高度なモダンダンスである。
続いて、1950 年代の服装をした女性によってまず歌が歌われ、続いて同様の服
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装をしたもう 1 人の女性によってヒュメナイオスが呼び出される。するとヒュメ
ナイオスとして現われるのは、ジャンパーを羽織った牧師であり、手にはオレン
ジのプラスチックバックを持って、ヒュメナイオスの歌を歌う。やがて、合唱が
加わり、ヒュメナイオスはプラスチックバッグから花の冠を 4 人の婚約者の頭に
載せる。そして、終曲のシャコンヌに合わせて、踊りが踊られ、現代の若者の結
婚の祝宴よろしく、現代風の衣装、やや古い衣装の人々、17 世紀の貴族姿の公爵、
そして妖精が入り混じって踊り、最後にモダンバレーが踊られる。その後は新婚
の 4 人が白い衣装を着て社交ダンスを踊る場面で幕となる。
『台本』では、さらにオーベロンとティターニアのエピローグとなるのだが、
本公演では省略されている。
第 5 幕の圧巻は、シェークスピアの原作にほぼ忠実な『ピラマスとシスビー』の
演技である。もちろん、最後の披露宴の場面も、音楽も舞踊も優れているが、『台
本』にはない長大な笑劇を加えたことで、イギリスの台詞劇の真の醍醐味がここ
に示されたのである。
結び　セミオベラの醍醐味
すでに拙論「パーセル『妖精の女王』における詩と音楽」で同作品が原作通り
に演じられれば、すぐれた上演芸術になる可能性のあることは、指摘しておいた
が、シェークスピアの原作が用いられたり、音楽と台詞の位置が変えられたりす
ることで、これほどまでに優れた上演芸術となりうることは想像し得なかった。
セミオペラは、これまでこれほど真剣に扱われたことがなかった。たとえば、
アーノンクールの『アーサー王』の公演に見られたように 6、台詞劇は音楽の付け
足しであり、全体が笑劇風になってしまっていた。しかし、台詞部分も音楽部分
も、舞踊部分も真剣に演じられ、演出が一貫すると、いかに大きな可能性を秘め
た作品であるかが、理解できるようになる。
本公演の特徴をまとめておこう。第１に、『台本』にほぼ忠実に再現したことで
ある。台詞劇部分が今まで十分でなかったところを、すぐれた役者たちによって
ほぼ完璧に演じられていた。そのため、上演の質が格段に上がった。音楽は、バ
ロック音楽の演奏がすでに完成の域に達したことを示している。いうまでもなく、
声楽部分も、器楽部分も完璧といってよく、ウィリアム・クリスティーの指揮も
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音楽に生気を与えている。
第 2 に、演出がすみずみにまで神経が行き届いており、素晴らしい。17 世紀の
マースクの伝統を踏まえながらも、理性の時代たる 17 世紀にふさわしく因果関係
が重視されており、音楽部分、舞踊部分の意味が十分に位置づけられている。ま
ことに意味にあふれた演出である。そのためには、『台本』を深読みして台詞と音
楽の順序の入れ替えたことも適切である。
第 3 に、台詞部分の重要性を強調するために、第 3 幕と第 5 幕で、シェークス
ピアの原作を使い、そのことが劇的な効果を高めている。イギリス人の持つシェー
クスピアへの愛着が明らかにされており、しかも伝統に従って活気あふれる演技
が行われて、原作の優越性が示された。このことは 18 世紀にイタリア歌劇が導入
されてからも、なぜセミオペラが演じ続けられたか、その理由を現代のわれわれ
に教えている。
この公演により、パーセルの天才性がますます明らかとなった。ヘンデルが後
にパーセルと比較されたとき、即座にパーセルの天才性を讃え、自分を卑下した
のも、音楽に一生を捧げた者として、当然の判断だったというべきであろう。
（本論は、2009-2012 年度科学研究費補助研究「18 世紀前半イギリスにおける音楽
と演劇」（課題番号 21520236）の研究成果の一部である。）
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